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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期
第２四半期
連結累計期間

第５期
第２四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 19,481 14,585 34,726

経常利益（百万円） 55 136 278

四半期（当期）純利益（百万円） 69 116 122

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△152 △45 110

純資産額（百万円） 4,876 5,093 5,138

総資産額（百万円） 15,583 15,622 16,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1.18 1.97 2.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1.03 1.73 1.82

自己資本比率（％） 31.3 32.6 30.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
445 614 △805

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3 36 △11

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,135 △960 158

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,026 744 1,054

　

回次
第４期
第２四半期
連結会計期間

第５期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.02 1.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、欧州の財政・金融危機、中国や新興国の経済成長の減速、円

高の定着による輸出産業への影響等、極めて厳しい状況で推移しました。

当社グループ(当社、連結子会社及び持分法適用会社）を取り巻く事業環境としましては、中国等の需要減退によ

り世界的に石炭価格が低迷し、また国内でも景気が低迷しており、総じて厳しい状況が続きましたが、全グループを

あげて効率的な経営に注力いたしました。

上記の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高14,585百万円（前年同期比25.1%減）、経常利益136百万

円（前年同期比145.7%増）、四半期純利益116百万円（前年同期比67.7%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①石炭事業部門

中国等の需要減退による影響で石炭価格が低下したこと等から、売上高は12,804百万円（前年同期比23.3%減）

となりましたが、セグメント利益は380百万円（前年同期比5.7%増）となりました。

②新素材事業部門

多結晶ダイヤモンドの主要用途であるサファイヤ研磨関連業界の低迷もあり、売上高は219百万円(前年同期比

3.8%増）、セグメント利益は28百万円（前年同期比23.1%減）となりました。

③採石事業部門

当社の連結子会社である住石マテリアルズ株式会社の札幌事業所を、平成23年12月31日に閉鎖したこと等もあ

り、売上高は330百万円（前年同期比21.9%減）、セグメント利益は15百万円（前年同期比14.6%減）となりました。

④建材・機材事業部門

当社の連結子会社である住石マテリアルズ株式会社の北海道支店及び九州支店を、平成24年５月１日に事業譲渡

したこと等から、売上高は1,230百万円（前年同期比42.9%減）、セグメント利益は3百万円（前年同期比49.9%増）

となりました。

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、現金及び預金、商品及び製品並びに投資有価証券の時価評価が減少

したこと等から、前連結会計年度末に比べて1,130百万円減少し、15,622百万円となりました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、借入金が減少したこと等から、前連結会計年度末に比べて1,085百万

円減少し、10,529百万円となりました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純利益を計上したものの、その他有価証券評価差額金が減

少したこと等から、前連結会計年度末に比べて45百万円減少し、5,093百万円となり、自己資本比率は32.6%となりま

した。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結会計期間末に比べ282百万円減少

し、744百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、割引手形の減少がありますが、税金等調整前四半期純利益が116百万円と

なったほか、売上債権の減少及びたな卸資産の減少等により、614百万円の収入（前年同期比168百万円の増加）とな

りました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、36百万円の収入（前年同期比33百万円の増加）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金が減少したことなどから、960百万円の支出（前年同期比174百万円

の増加）となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更又は新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、新素材事業部門において支出した3

百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 136,032,000

第二種優先株式 7,140,000

計 143,172,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成24年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年11月９日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 58,875,853 58,875,853
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数　100株

（注）１

第二種優先株式 7,140,000 7,140,000 ―
単元株式数　500株

（注）２

計 66,015,853 66,015,853 ― ―

（注）１　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　２　第二種優先株式の内容は次のとおりであります。

１　優先株式配当金

(1）第二種優先株主又は第二種優先登録株式質権者に対し、普通株主、普通登録株式質権者に先立ち、第二種

優先株式１株につき年14円を上限として、次に定める額の剰余金の配当（以下「第二種優先株式配当金」

という。）を支払う。第二種優先株式配当金の額は、優先株式の発行価額350円に、それぞれの事業年度ごと

に第二種配当年率を乗じて算出した額とする。

(2）ある事業年度において第二種優先株主又は第二種優先登録株式質権者に対して支払う剰余金の配当の

額が第二種優先株式配当金の額に達しないときは、その不足額は翌事業年度以降に累積しない。

(3）第二種優先株主又は第二種優先登録株式質権者に対しては第二種優先株式配当金を超えて配当はしな

い。

２　残余財産の分配

残余財産を分配するときは、第二種優先株主又は第二種優先登録株式質権者に対し、普通株主及び普通登

録株式質権者に先立ち、１株につき350円を支払う。第二種優先株主又は第二種優先登録株式質権者に対して

は、上記に定めるほか、残余財産の分配は行わない。

３　株式の分割又は併合、新株引受権等の付与

法令に定める場合を除き、第二種優先株式について株式の併合又は分割は行わない。第二種優先株主又は

第二種優先登録株式質権者には、新株引受権又は新株予約権もしくは新株予約権付社債の引受権を与えな

い。

４　株式の買受け

普通株式、第二種優先株式のうち、いずれか一つのみ、又は全ての種類につきその全部又は一部の買受けを

行うことができる。

５　株式の消却

取締役会の決議をもって、その有する普通株式、第二種優先株式のうち、いずれか一つのみ、又は全ての種

類につきその全部又は一部の消却を行うことができる。

６　議決権

第二種優先株主は、法令に定める場合を除き、株主総会において議決権を有しない。
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７　取得請求権

第二種優先株主は、下記に定める取得を請求し得べき期間中、下記に定める条件で普通株式の取得を請求

することができる。（以下、第二種優先株式にかえて普通株式を交付することを「転換」という。）

(1）転換の条件

①　当初転換価額　　普通株式１株当たり300円

②　転換価額の調整

(A）第二種優先株式発行後次の各号のいずれかに該当する場合には、転換価額を次に定める算式（以下

「転換価額調整式」という。）により調整する。なお、次の算式において、「既発行普通株式数」とは、

当社の発行済普通株式総数（但し、普通株式に係る自己株式数を除く）をいう。

　

    
既発行

普通株式数
＋
新規発行・処分

普通株式数
×
１株当たり

払込金額

調整後

転換価額
＝
調整前

転換価額
×
  １株当たり時価

既発行普通株式数 ＋ 新規発行・処分普通株式数

　

(a）下記②(C)で規定する転換価額調整式に使用する時価を下回る払込金額をもって普通株式を発行

又は処分する場合、調整後の転換価額は、払込期日の翌日以降、又は募集のための株主割当日がある

場合はその日の翌日以降これを適用する。

(b）株式の分割により普通株式を発行する場合、調整後の転換価額は、株式の分割のための株主割当

日の翌日以降これを適用する。但し、配当可能利益から資本に組み入れられることを条件としてそ

の部分をもって株式の分割により普通株式を発行する旨取締役会で決議する場合で、当該配当可能

利益の資本組入の決議をする株主総会の終結の日以前の日を株式の分割のための株主割当日とす

る場合には、調整後の転換価額は、当該配当可能利益の資本組入の決議をした株主総会の終結の日

の翌日以降、これを適用する。

(c）転換価額調整式に使用する時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換できる証券、又は転

換価額調整式に使用する時価を下回る価額をもって当社の普通株式の交付を請求できる新株予約

権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）を発行する場合、調整後の転換価額は、その発行日

に、又は募集のための株主割当日がある場合はその日の終わりに、発行される証券の全額が転換又

はすべての新株予約権が行使されたものとみなし、その発行日の翌日以降又はその割当日の翌日以

降これを適用する。

(B）前記②(A)に掲げる場合のほか、合併、資本の減少又は普通株式の併合等により転換価額の調整を必

要とする場合には、取締役会が適当と判断する転換価額に調整される。

(C）転換価額調整式に使用する１株当たりの時価は、調整後転換価額を適用する日（但し、上記②

(A)(b)但し書きの場合には株主割当日）に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券

取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない

日数を除く。）とし、その計算は円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。

(D）転換価額調整式に使用する調整前転換価額は、調整後転換価額を適用する前日において有効な転換

価額とし、また、転換価額調整式で使用する既発行普通株式数は、株主割当日がある場合はその日、ま

た、株主割当日がない場合は調整後転換価額を適用する日の１か月前の日における当社の発行済普通

株式数とする。

(E）転換価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入す

る。

(F）転換価額調整式により算出された調整後転換価額と調整前転換価額との差額が１円未満にとどま

るときは、転換価額の調整はこれを行わない。但し、その後転換価額の調整を必要とする事由が発生

し、転換価額を算出する場合には、転換価額調整式中の調整前転換価額に代えて調整前転換価額から

この差額を差引いた額を使用する。
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③　転換により発行すべき普通株式数

第二種優先株式の転換により発行すべき普通株式数は、次のとおりとする。

　

転換により発行すべき

普通株式数
＝

優先株主が転換請求のため

に提出した第二種優先

株式の発行価額総額

÷ 転換価額

　

発行株式数の算出に当たって１株未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。

④　取得請求権の行使があった場合の取扱い

第二種優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の利益配当金は、取得請求権の行使が

なされた時の属する事業年度の初めにおいて転換があったものとみなしてこれを支払う。 

(2）取得請求期間

第二種優先株式発行の日から平成44年８月９日までとする。

８　取得条項

平成44年８月９日までに取得請求のなかった第二種優先株式は、全て、会社法第170条の規定による取得の

効力発生日において、第二種優先株式１株の払込金相当額350円を平成44年８月９日に先立つ45取引日目に

始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を

含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）で除して得られる数の普通株式となる。但し、平均値の計算は、

円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。この場合当該平均値が260円を下回るとき

は、第二種優先株式１株の払込金相当額350円を260円で除して得られる数の普通株式となる。また、当該平均

値が、600円を上回るときは、第二種優先株式１株の払込金相当額350円を600円で除して得られる数の普通株

式となる。上記の普通株式数の算出に当たっては、小数第３位まで算出し、その小数第３位を四捨五入した上

で、１株に満たない端数が生じたときは、会社法第234条に定める方法によりこれを取扱う。

　（取得権行使があった場合の取扱）

第二種優先株式の取得により発行された普通株式に対する最初の利益配当金は、取得された時の属する事

業年度の初めにおいて転換があったものとみなしてこれを支払う。 

３　会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

４　普通株式と第二種優先株式は単元株式数が異なっております。平成20年10月１日の株式移転に際して、普通株

式については売買単位の集約を目的とした東京証券取引所の施策に沿って住友石炭鉱業株式会社（現　住石マ

テリアルズ株式会社）の普通株式１株に対して当社の普通株式0.2株を割当て、併せて単元株式数を500株から

100株としたためであります。

５　第二種優先株式は、剰余金の配当及び残余財産の分配について普通株式に優先する内容としている関係から、

法令に定める場合を除き当社株主総会において議決権を有しておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 66,015,853 － 2,500 － 300
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（６）【大株主の状況】

①所有株式数別 　

（A)普通株式 平成24年９月30日現在　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 1,369 2.33

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,323 2.25

三井住友カード株式会社 大阪府大阪市中央区今橋４丁目５－１５ 855 1.45

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 838 1.42

株式会社日本総合研究所 東京都品川区東五反田２丁目１８－１ 835 1.42

株式会社セディナ 愛知県名古屋市中区丸の内３丁目２３－２０ 823 1.40

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口１）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 725 1.23

日本電気株式会社 東京都港区芝５丁目７－１ 654 1.11

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口６）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 578 0.98

住友不動産株式会社 東京都新宿区西新宿２丁目４－１ 569 0.97

計 ― 8,574 14.56

（B)第二種優先株式 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 7,140 100.00

計 ― 7,140 100.00

（注）第二種優先株式は法令に定める場合を除き、株主総会において議決権を有しておりません。

②所有議決権数別 

  平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
（個）

総株主の議決権に
対する所有議決権
数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１番３号 13,693 2.33

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 13,237 2.25

三井住友カード株式会社 大阪府大阪市中央区今橋４丁目５－１５ 8,559 1.46

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 8,383 1.43

株式会社日本総合研究所 東京都品川区東五反田２丁目１８－１ 8,359 1.42

株式会社セディナ 愛知県名古屋市中区丸の内３丁目２３－２０ 8,231 1.40

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口１）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 7,258 1.23

日本電気株式会社 東京都港区芝５丁目７－１ 6,548 1.11

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口６）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 5,786 0.98

住友不動産株式会社 東京都新宿区西新宿２丁目４－１ 5,695 0.97

計 ― 85,749 14.59
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 第二種優先株式　   7,140,000 －
「１(1)②発行済株式」の記載

を参照

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）　  　 　　　　　

普通株式 　 　　　　　 1,400
－ －

（相互保有株式）　  　 　　　　　

普通株式 　 　 　　　 55,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　　　58,792,000  587,920
「１(1)②発行済株式」の記載

を参照

単元未満株式 普通株式　　    　　　26,953 － －

発行済株式総数
普通株式　　  　　58,875,853

第二種優先株式 　　7,140,000
－ －

総株主の議決権 － 587,920 －

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

 所有株式数の

合計（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数の

割合（％）

 （自己保有株式）

　住石ホールディングス

　株式会社 

   東京都港区新橋

   六丁目16番12号 
1,400 － 1,400 0.00

 （相互保有株式）

　泉汽船株式会社 

   東京都中央区築地

   ３丁目９－９ 
55,500 － 55,500 0.08

計 － 56,900 － 56,900 0.09

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,054 744

受取手形及び売掛金 3,156 3,089

商品及び製品 1,775 1,449

仕掛品 211 194

原材料及び貯蔵品 21 19

前渡金 4 3

その他 189 131

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 6,412 5,630

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 675 652

機械装置及び運搬具（純額） 46 43

土地 5,400 5,405

リース資産（純額） 109 96

その他（純額） 15 13

有形固定資産合計 6,247 6,210

無形固定資産

その他 13 9

無形固定資産合計 13 9

投資その他の資産

投資有価証券 3,882 3,609

その他 669 629

貸倒引当金 △471 △467

投資その他の資産合計 4,080 3,771

固定資産合計 10,341 9,992

資産合計 16,753 15,622
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,580 1,688

短期借入金 7,175 6,442

未払法人税等 10 5

引当金 82 35

その他 288 249

流動負債合計 9,136 8,420

固定負債

長期借入金 1,371 1,156

繰延税金負債 153 60

再評価に係る繰延税金負債 368 368

退職給付引当金 247 219

長期預り金 186 162

資産除去債務 28 28

その他 120 113

固定負債合計 2,478 2,109

負債合計 11,614 10,529

純資産の部

株主資本

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 962 962

利益剰余金 1,498 1,615

自己株式 △15 △15

株主資本合計 4,946 5,062

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 444 283

繰延ヘッジ損益 △2 △2

土地再評価差額金 △249 △249

その他の包括利益累計額合計 192 30

純資産合計 5,138 5,093

負債純資産合計 16,753 15,622
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 19,481 14,585

売上原価 18,307 13,546

売上総利益 1,174 1,038

販売費及び一般管理費 ※1
 1,000

※1
 801

営業利益 173 237

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 17 12

持分法による投資利益 － 17

固定資産賃貸料 31 28

その他 12 8

営業外収益合計 62 66

営業外費用

支払利息 101 81

持分法による投資損失 6 －

その他 71 84

営業外費用合計 180 166

経常利益 55 136

特別利益

固定資産売却益 6 －

清算配当金 11 －

特別利益合計 18 －

特別損失

固定資産除売却損 0 3

関係会社事業損失 － 16

その他の投資評価損 － 1

特別損失合計 0 20

税金等調整前四半期純利益 74 116

法人税、住民税及び事業税 5 0

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 5 0

少数株主損益調整前四半期純利益 69 116

四半期純利益 69 116
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 69 116

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △222 △161

繰延ヘッジ損益 1 △0

その他の包括利益合計 △221 △161

四半期包括利益 △152 △45

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △152 △45

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 74 116

減価償却費 60 49

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18 △28

受取利息及び受取配当金 △17 △12

支払利息 101 81

持分法による投資損益（△は益） 6 △17

固定資産除売却損益（△は益） △6 3

清算配当金 △11 －

売上債権の増減額（△は増加） 710 898

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,009 345

仕入債務の増減額（△は減少） △60 107

未払消費税等の増減額（△は減少） 87 △37

割引手形の増減額（△は減少） △897 △822

その他 45 △10

小計 1,088 668

利息及び配当金の受取額 39 35

利息の支払額 △106 △82

法人税等の支払額 △5 △8

損害賠償金の支払額 △570 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 445 614

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3 △20

有形固定資産の売却による収入 10 －

事業譲渡による収入 － 34

その他 △3 22

投資活動によるキャッシュ・フロー 3 36

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,750 △700

長期借入れによる収入 1,300 600

長期借入金の返済による支出 △671 △847

リース債務の返済による支出 △13 △12

自己株式の取得による支出 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,135 △960

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △686 △310

現金及び現金同等物の期首残高 1,713 1,054

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,026

※1
 744
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（1）連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

　

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

(時価のあるその他有価証券の評価基準の変更)

第１四半期連結会計期間より、時価のあるその他有価証券の評価基準を、決算日前１ヵ月の市場価格の平均に基づ

く時価法から、原則的な方法である決算日の市場価格に基づく時価法に変更しております。

この変更は、継続的な業務改善を機に、決算日の市場価格に基づく時価に変更することで、業務処理を迅速化し、よ

り適正な財政状態を開示するために実施したものです。

なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　連結会社以外の会社等の金融機関からの借入金等に対し、保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

個人住宅ローン 423百万円 個人住宅ローン 397百万円

計 423 計 397

 

２  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形割引高 952百万円 129百万円

受取手形裏書譲渡高 1 2
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

(1）運送費・港頭諸掛等 392百万円 348百万円

(2）報酬・給料・賞与 242 215

(3）退職給付費用 17 8

(4）賃借料 40 36

(5）光熱・水道費及び消耗品費 12 10

(6）旅費・通信費 23 18

(7）減価償却費 9 6

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,026百万円 744百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
－ －

現金及び現金同等物 1,026 744

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

 
報告セグメント

合計石炭
事業部門

新素材
事業部門

採石
事業部門　　

建材・機材
事業部門

売上高      

外部顧客への売上高 16,691 211 423 2,155 19,481
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 16,691 211 423 2,155 19,481

セグメント利益 359 37 17 2 417

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 417

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △361

四半期連結損益計算書の経常利益 55

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び全社資産に係る費用であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）　

 
報告セグメント

合計石炭
事業部門

新素材
事業部門

採石
事業部門　　

建材・機材
事業部門

売上高      

外部顧客への売上高 12,804 219 330 1,230 14,585
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 12,804 219 330 1,230 14,585

セグメント利益 380 28 15 3 427

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 427

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △291

四半期連結損益計算書の経常利益 136

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び全社資産に係る費用であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸

借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、開示の対象から除いております。

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して、重要な変動が認められ

ないため、開示の対象から除いております。

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約金額等は、前連結会計年度末と比較して、重要な変動が認めら

れないため、開示の対象から除いております。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 1円18銭 1円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 69 116

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 69 116

普通株式の期中平均株式数（千株） 58,857 58,857

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1円3銭 1円73銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 8,330 8,330

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

住石ホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩渕　信夫　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金子　秀嗣　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住石ホールディン

グス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月

１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、住石ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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